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１． 調査の目的 

○教育基本法に基づき策定された「第 2 期教育振興基本計画」（平成 25 年 6 月閣議決定）

において、グローバル人材の育成に向けた取組として、外部検定試験を活用した生徒

の英語力の把握検証などによる戦略的な英語教育改善の取組の支援を行うとともに、

高等学校卒業段階における英語力の目標が成果指標として掲げられた1。 

○同年 12 月、文部科学省が公表した「グローバル化に対応した英語教育改革実施計画」

（平成 25 年 12 月）において、小・中・高の各学校段階を通じて英語教育を充実し、

生徒の英語力を向上2することなどが提言されたことを踏まえ、フィージビリティー調

査として本事業を実施した。 

○全国の無作為抽出による高等学校第 3 学年約 7 万人（約 480 校）を対象に、英語に関

する 4 技能（読むこと、聞くこと、書くこと、話すこと）がバランスよく育成されて

いるかという観点から本調査を実施し、生徒の英語力や英語の学習状況の把握・分析

を通じて、学校における生徒への指導の充実や学習状況の改善に活用する。 

○平成 26 年度の旧学習指導要領で学んだ生徒に対する調査と、平成 27 年度の新学習指

導要領で学んだ生徒に対する調査について経年比較を行い、その分析結果を次期学習

指導要領改訂の検討において参考にすることを含め、今後の英語教育の充実・改善に

生かすこととしている。 

○なお、本調査は、高校生の英語教育の多様性を踏まえ、世界標準に基づいて日本の高

校生全体の英語力を測定するため、CEFR（Common European Framework of 

Reference for Languages：ヨーロッパ言語共通参照枠）を参照して測定することとし

た。 

                                                   
1  第 2 期教育振興基本計画（平成 25 年～29 年度）においては、グローバル人材育成に関する成果指標
として、次の目標が掲げられた。 

 ①国際共通語としての英語力の向上 
 ・学習指導要領に基づき達成される英語力の目標（中学校卒業段階：英検 3 級程度以上、高等学校卒業

段階：英検準 2 級程度～2 級程度以上）を達成した中高校生の割合 50% 
 
2  同実施計画においては、将来目指す生徒の英語力として、高等学校卒業時に英検 2 級～準 1 級、

TOEFL iBT 57 点程度以上が示された。その後、「英語教育の在り方に関する有識者会議」報告（平成

26 年 9 月）において、生徒の英語力を把握し、きめ細かな指導の改善・充実や生徒の学習意欲の向上に

つなげるため、従来設定されている英語力の目標（学習指導要領に沿って設定される目標（中学校卒業

段階：英検 3 級程度以上、高等学校卒業段階：英検準 2 級程度から 2 級程度以上）を達成した中高生の

割合 50%）だけでなく、高等学校段階の生徒の特性・進路などに応じた英語力、例えば、高等学校卒業

段階で、英検 2 級～準 1 級、TOEFL iBT 60 点前後以上などを設定し、生徒の英語力の把握・分析・改

善を行うことが必要であるとの指摘がなされた。 
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２． 調査事項及び方法 

ア．英語力調査 

  ・学習指導要領に基づき、3 技能（読むこと、聞くこと、書くこと）を対象とした試験

を 2 単位時間（約 100 分）の中で実施した。 

 ・「話すこと」については 1 校あたり 1 クラス程度を対象とし、1 受験者あたり 10 分

程度実施した。 

・筆記テストの試験監督及びスピーキングテストの試験官は、調査対象校の英語担当

教員などが研修（送付された研修資材を使った事前研修）を経て担当した。 

 

イ．質問紙調査（生徒、英語担当教員、学校） 

  ・受験した生徒に対し、英語学習に関する関心・意欲や学習状況 

・調査実施校の英語担当教員に対し、指導や研修の参加状況 

・調査実施校に対し、指導計画の作成や研修の実施状況 

などについて質問紙調査を実施した。 

 

ウ．学校の取組事例 

  ・調査実施校のうち、調査結果において特徴があった学校の取組について調査した。 

 

３． 調査期間、調査対象 

調査期間：平成 26 年 7 月上旬～9 月上旬 
 ※上記期間内において調査対象校が希望する日程で実施。なお、筆記テストの実施日とスピーキン

グテストの実施日を分けることも可能とした。 

   
調査対象：全国の高等学校及び中等教育学校後期課程の第 3 学年約 7 万人を対象に実

施。スピーキングテストについては約 1.7 万人（1 校あたり 1 クラス）を対

象に実施。 

学校種別の参加生徒数は、以下のとおり。 
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① 公立学校：全国で無作為抽出した 456 校（約 6 万 6 千人） 

② 国立学校：全ての国立大学法人附属高等学校及び中等教育学校（後期課程） 

  21 校（約 3 千人） 

 

（受験した学校数、生徒数及び回答した教員数） 

  校数 教員数 

生徒数 

リーディング 

リスニング 

ライティング 

スピーキング 

公立学校・調査対象校 456 2,493 65,904 15,832 

国立学校・調査対象校 21 129 3,148 751 

合計 477 2,622 69,052 16,583 

 

４． 調査結果の解釈などに関する留意事項 

本調査結果の解釈については、以下の点に留意されたい。 

 

・本調査は、生徒に求められる英語力や学習状況について把握・分析を行うとともに、そ

れらの結果を指導の改善に生かすことを目的としている。また、民間事業者により提供

された試験を活用するものであり、調査の結果は、生徒に求められる英語力の一部、ま

たは学校における教育活動の一側面に関するものである。したがって、学校が日常的に

行う評価に加え、英語によるコミュニケーション能力の一つの指標として本調査結果を

とらえるべきであることに留意した上で、効果的な指導改善に活用されたい。 

・本調査において用いられた試験問題は、平成 26 年度と平成 27 年度との経年比較を行う

ため、原則非公開としている。ただし、指導改善のために活用できるよう、一部の問題

については本報告書の中で公開して取り上げることとした。 

・本報告書は、「英語教育改善のための英語力調査事業の分析･活用に関する検討委員会」（P. 

168～169 参照）の委員各位の協力を得て作成した。 
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５． 調査問題の構成 

○「読むこと」：多肢選択式・3 パート構成・43 問（45 分） 

○「聞くこと」：多肢選択式・2 パート構成・36 問（23 分） 

○「書くこと」：自由記述式・2 パート構成・2 問（27 分） 

○「話すこと」：音読、即興での質疑応答、ある程度準備した上での意見陳述について評価

基準を設け、教員が面接を実施・3 問（約 10 分） 

〈問題構成の全体概要〉 

 

〈受験した生徒・調査実施校の英語担当教員・調査実施校に対する質問紙調査の構成〉 
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６． 出題内容 

■リーディング 

出題形式：多肢選択式・3 パート構成・43 問 

実施時間：45 分 

 
 

 

■リスニング 

出題形式：多肢選択式・2 パート構成・36 問 

実施時間：23 分 
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■ライティング 

出題形式：自由記述式・2 パート構成・2 問 

実施時間：27 分 

 

 

 
■スピーキング 

出題形式：音読・1 問  

即興を前提とする質疑応答・1 問（4 段階の質疑応答） 

ある程度準備をした上での意見陳述・1 問 

※調査対象校の英語担当教員などが試験方法及び採点の事前研修をした上で面

接を実施 

実施時間：約 10 分
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■質問紙 



11 

７． ライティング及びスピーキングの採点基準 

■ライティング 

 

 

 

■スピーキング
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